





















































































































































































































































































































































































































































































個 人 研 究
その反射的結果として益々ゲマインデ民衆とその代表機
関全ギルド会議に頼らざるをえなくなるし，彼らも自己
の既得権を守るため彼を支持することになります。だが
Ratから自主管理教区教会をブチ壊されそうになると，
どうすればよいのか。それは教会に対する権力の介入を
一切断ち切る以外にない。その断ち切る方式は，消極的
には権力による共同体のアンシェタルト的統合の象徴た
る幼児洗礼の廃止であり，積極的には教区信徒の宣誓に
　　　ゲノツセンシヤフト基づく同志的結合としての教会建設です。かかるゲノヅ
センシャフト的結合の宗教的象微が再洗礼乃至は，成人
洗礼です。だからここでは，再洗礼は一般に考えられて
きたように，コルプス・クリスチアヌムからの離脱を意
味し一くLiるのではなく，そのアンシタルト化に抗し，都
　　　　アイト・ゲノツセ’1シヤフト市本来の宣誓共同体的伝統の下からの復活強化以外のな
にものも意味していないのです。今まで宗教改革を戦っ
てきた市民の圧倒的多数ばかりか，彼らにつき上げられ
た全ギルド会議もまたこれを受入れたのは当然のことな
のです。だが幼児洗礼拒否を始めるやRatは33年9月
説教師たちの追放を命じます。これに対してロートマン
は，「世俗権力の教会介入は一切お断りする。Ratが教
会について文句があるなら，一平信徒として教区集会で
信徒全体の前で提案し，彼らの判断に従え」と切返しま
す。ツヴィングリがはゲマインデの代表機関だから彼ら
の手に教会建設の執行を委ねよといったのと全く正反対
の方向が，ここに見出されますしJチューリヒの1523年
10月公開討論で後に再洗礼派となるグループの発言と全
く同質的なものが覗えるわけです。さらにまた33年末
Ratが全教会のロックアウトと全説教師の追放を命じ，
これに怒った教区民がRatと武力衝突に及ばんとした
時，内紛回避，市の統一保持のため，全ギルド会議がし
ぶしぶRatの決定を条件付で認めたことがあります。
ロートマンはコルプス・クリスチァヌムから追放される
瀬戸際に立たされたのです。こうなると彼は教会の建物
なんか不要だ，もうこんな所で説教しない，世の片隅で
純粋な信徒を相手に説けばよいといい，無抵抗主義と財
産共有制をプロパガンダし始めます。ここには世に背を
向げたセクト化の契機が見出されます。セタト化とは決
して内発的なものではなく，権力によりゲマインデから
追出された時，外発的に生じるのです。スイス兄弟団も
まさしく，そういう過程を経て形成されました。だが結
果において両者が決定的に違った点はなにかが問題とな
ります。まずスイス兄弟団は市内では一一ncりの少数者で
しかなかったのに対し，ここでは34年1月初旬P・一一トマ
ンたちが再洗礼をやりだすと，一週間内に二流のホノラ
ツィオーレンをたくさん含む1400名もの大人の男女が，
われもわれもと参加してきました。この数からして，彼
らはセクトを作るためではなく，従来のラディカルなゲ
ノッセソシャフト的運動の延長線上に宣誓共同体を教会
レベルにおいても復活せんとする誓いのためにこそ，再
洗礼を受けることになったのだ，といわざるをえないの
です。こうなってくると，ロートマンは忽ち前言をひる
がえして．セクト化の契機を撤回し，こじ開けられた教
会で説教し，無抵抗主義も語らなくなってしまいます。
チューリヒとミュンスターのこの相異について，かくし
ていえることはなにか。それはやはり統治構造の相異に
根ざしています。ツンフト都市チューリヒでは，Ratは
実質的にはアンシュタルト的権力機関であるにもかかわ
らず，森田君がいうようにゲマインデの代表機関として
市民一般に認められていました。従って，それが公開討
論等を通じて市民の同意を巧みにとりつけつつ進めてい
く宗教改革運動は，下からのよりラディカルなゲノッセ
ンシャフト的運動を，少数の分子を除いて．ほとんど誘
発しなかったのです。これをやった連中はいちはやくゲ
マインデから浮き上り，セクト化させられました。これ
に対してミュソスターでは，アンシュタルト的権力機関
Ratとゲマイソデ代表機関全ギルド会議という特殊な二
極的統治構造をもっていました。この統治構造の故に，
ゲノッセンシャフト的運動として展開された宗教改革運
動は，つねに合法的に全ギルド会議をRatと対決さす
形で展開され，それゆえ孤立することなく急進化が可能
となり，ついにはセクトとしての再洗礼派ではなく，ア
ンシュタルト化に抗する都市宣誓共同体再建に見合った
形での宗教イデオロギーとして再洗礼主義を生み出すこ
とになったのであります。
　ところで，彼らが宣誓共同体の教会結成行為と思って
やった再洗礼そのものは意図はどうであれ，すでに1528
年のシュパイアー帝国議会以来，死刑をもって罰せらる
べき反逆行為と決議されていました。ルター派Ratは
当然これを弾圧する義務があります。だが，なにせ再洗
礼派になった連中はついこの間までともに戦った同じ身
分の同志であり，いってみればこの市のゲノッセンシャ
フト的宗教改革運動の本流なのであり，Rat派こそがそ
の運動からの転向者なのです。武器をとって睨み合うが
殺し合う気にはなれません。衝突の後には必ず市の統一
と団結の名のもとに信仰自由を宣言して和解し合うこと
になります。だが34年2月中旬再洗礼派弾圧の名のもと
に司教軍が包囲を始めるや，非再洗礼派は帝国全体を相
手に戦って勝目はないと，いっせいに市から逃出し，再
洗礼派にRatも譲り渡してしまうのです。かくして再
洗礼派はやっと獲得した「真の」政治的宗教的宣誓共同
体を守るべく，意図せずして悲壮にも帝国全体を相手に
戦わざるをえない破目に陥ってしまいました。ロートマ
一39一
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ンはその頃書いたパンフレットで次のようにいっていま
す。「われわれは平和を望んだにもかかわらず，市の自
治と特権を守るため，やむをえず武器をとらされてしま
った」と。帝国全体を相手にせざるをえない絶対的孤立
状況，一人も生き残りえない絶望状況一この正視に耐
えない孤立と絶望こそが，たちまち彼らをして黙示録的
千年王国の幻想に愚かせることになるのであります。
　〔大会配布資料〕
　　　　　ミュンスター宗教改革運動年表
1525年5月
下旬
1532．1
1．23
2，19
2．25
7．1
8月初旬
10．14
10，18
　　12．24
1533．　2．14
3．3
数日後
4～7月
?
・8，7－8
市民騒擾発生，間もなく鎮静
説教師ロートマン，市外の教会から追放さ
れ，市内のKramergildehausにかくまわ
れる
ロートマン，ルター派的信仰告白発表，宗
教改革運動始動
Rat選挙，議員の地位に未だ変動なし，ル
ター派は24議員中5名のみ
ランベルティ教会教区民，実力で司祭を追
放，ロートマンをその地位につける
全ギルド会議に有力市民総結集，36人委員
会結成，爾来，次々とRatに圧力を加え?
各教区民．実力で教区教会「解放」，福音派
説教師を就任させる
市長2名，議員2名逃亡のため，補欠選挙，
ルター派4名がRatに加わる
司教，ミュンスター市に対し攻撃命令を下
す。資金不足で交通遮断だけ
市民軍，司教宿営地に夜襲敢行，大勝
ヘッセン方伯の斡旋で，司教との和平条約
調印，教区教会の管理と福音説教のみ，ミ
ュンスター市は獲得，ドームと修道院はカ
トリックに止めるという条件
Rat選挙，福音派全議席を占める，こ流ホ
ノラツィオーレン大量進出
ロートマン，「教会規則の基本原則」発表，
その後，教会規則草案をつくるが，Ratはこ
れを公布せず。ヘッセン方伯の圧力のため
ロートマンとマールブルクの教授たちとの
間で，教会管理方式と秘蹟観をめぐって延
々と手紙の論争が続く
市民は，和平条約を無視し，修道院やドー
ムにも侵入，カトリックのミサを妨害，実
力解放に訴え始める。司教領各都市でも，
宗教改革運動は，いっせいに拡大
ロートマン派説教師は，幼児洗礼反対の説
教開始
Ratの主催で，洗礼をめぐる公開討論，ロ
ートマンはマールブルク教授を徹底的に論
9＿17
9～10月
10．22
11．2
11．6
11．8
11．27
11．30
12．11
12．16
破，目算が外れたRatは，説教師の追放
を決意
ロートマンら説教師，Ratの教会に対する
一切の権限を拒否する手紙を出す。このた
め，ロートマンは，ランベルティ教会を追
われ，セルベティ教会に移される。他の説
教師は説教を禁止される
司教の反撃で，ミュンスターラント各都市
の宗教改革運動鎮圧される
ロートマン「二つのサクラメントについて
の信仰告白」発表，幼児洗礼否定
Ratは全教会閉鎖
Ratはロートマンを除くロートマン派説教
師の追放決定，これに対する市民の武装デ
モ，シュプレヒコール，追放は事実上不可
能となる
ヘッセン方伯，Ratの願いにより2名の説
教師派遣
Ratはロートマンの印捌機を差押える
ヘッセンの説教師とRat，ルター派的新教
会規則発表，ロートマンこれを罵倒，市民
は立上り，暴動寸前
Ratロートマンに対する追放令を発す。市
民の圧力で実行不可能
鍛冶屋ギルド，Ratを非難し逮捕された職
人を，デモにより奪回
1534，1月初旬ロートマン派説教師，公然と説教開始
　　　　　　女性たち，市長にヘッセンの説教師の追放
　　　　　　を要求，路上で吊し上げを行う
　　　L6　オランダからヤン・マチスの送った使徒来
　　　　　　り，ロートマソらに再洗礼を与える。その
　　　　　　後1週間で，1400人の市民が再洗礼をうけ
　　　　　　る
　　　1．15　Ratは再度，再洗礼派説教師の追放を実力
　　　　　　で行うが失敗，Ratの機能麻痺し始める
　　　1．23　司教は帝国法を適用して，全再洗礼派の逮
　　　　　　捕を命じる
　　　1，28Ratによる逮捕をおそれ，再洗礼派は武器
　　　　　　を手に夜ピケを張る
　　　1．31Ratは逆に再洗礼派の蜂起をおそれて，市
　　　　　　の統一と称し，信仰自由を宣言
　　　2．2　司教はLandtagで戦争準備を命じる
　　　2．7　再洗礼派は，毎夜，「悔い改めよ」と叫ん
　　　　　　で町を走る
　　　2．9司教が3000人の兵を率いて市に向っている
　　　　　　というデマで，500の武装した再洗礼派が，
　　　　　　マルクトに結集，Rat派も武器をもってユ
　　　　　　ーバーヴァッサー教会に武器をもって結
　　　　　　集，両者対侍，小戦闘
　　　2．10Ratは近郊代官に援助を求め，500の農民
一40一
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　　　が武器をもって市門に来る。再洗礼派は武
　　　器を捨て，和平を乞う。市の独立確保のた
　　　め，両派は再び和解，農民を追返し，再び
　　　信仰自由を確認
2．11Rat派の多くは，再洗礼派とともに，やが
　　　て全滅することをおそれ，この日から続々
　　　市から逃亡。それに代って，オランダで迫
　　　害されていた再洗礼派が続々市に流入して
　　　くる
1表・1
権　力　機　関
2．23　Rat選挙，再洗礼派全議席独占
2．24　司教，市の包囲を命令
2．27　数日前やってきたヤン・マチスは全市民に
　　　再洗礼を命じる。従わないものは殺せと宣
　　　言。Ratは，殺す代りに追放を命じる。集
　　　団洗礼が三日間続く。それを拒むものは，
　　　一切の財産食糧を奪われて，市外に追放さ
　　　れる。この日より千年王国に突入
ミュンスター都市統治構造図解
ゲマインデ代表機関
議員24名（市長2名） 市参事会の重要決定事項
は、全ギルド会議の同意
を必要とする
選　　挙　　人
Kurgehossen
　　10名
全　ギ　ル　ド　　　議
　　Gesamtgilde
17ギルドの34名のギルド長
より構成（長老2名）
市民権をもった市民が
5地区より2名つつ地区
ごとに投票して選挙
市　　　丘　　　同
（6教区、5地区）
　　　　　Leischaft
???????????）? （
1表・1 キルヒホフの分裂図式と報告者の図式
　　（点線は，非再洗礼派と再洗礼派を分つ分岐線）
一流のホノラツィオーレン
二流のホノラツィオーレン
中・下層の
有産市民
100グルデン
以下の無
　産市民
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表C Absolute　Klassenhtiufigkeit　der　Verm6gen
Anzahl
　　　110
　　　100
　　　90
　　　80
　　　70
　　　60
　　　50
　　　40
　　　30
　　　20
　　　10
　　　　0
Klasse
　　　　　　OGulden
Absolute　Klassenhaufigkeit　der　Vermogen
　田　 IV　V　VI　V亙　棚　D⊂．　X　Xi　刈　X口XIV　XV　XΨl
lOO層　200　　300　　400　　500　　600　．　700　　800100 1200
　　　　　　　　　　　カほ　　　　　XX　　　　　XXI
1400　　　　　1500　　　→　　2500－3000
詞 Anteil　der　Personen　der　einzelnen　Verm6gensklassenan　der　Gesamtzahl　bei　den　T5ufern　1535　und　in　derAegidii・Leischaft　1539．
Klasse
　　，謄@Taufer
@　1535
ﾄ洗礼派の
燻Y階層
??????
Ae＆Lejsch．@1539
[税額階層
@　｝
@　「
???????
30　　　20　　．　10　　　　0％010　　　　20　　　　30
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医・1
年
　　　市参事会員1532
　　　選　挙　人
　　　市参事会員1533
　　　選　挙　人
1534市参事会員
　　　選　挙　人
都市貴族1）
市参事会員及び選挙人の宗派的分裂と政治的ステータス
（K＝カトリック派　L＝ルター派T＝最初ルター派で後に再洗礼派）
都市貴族
9（8K，1T）
1（T）
1（T）
一流のホノラツィオーレン　　ニ流のホノラツィオーレン
15（11K，4L）
1（T）
3（L）
ルター派活動家の分裂
一流ホノラツィオーレン2）
二流ホノラツィオーレン3）
　　　　計
註　1）　当時，都市貴族家族数30前後
　　2）　当時，一一・流のホノラツィオーレン家族数30前後
　　3）
　　ミュンスター千年王国の人口
　　　　（すべて以下，概算）
1532年7月市民委員会結成当時
　　　　　　3
　　　　　　6
　　　　　　84
　　　　　　93
9（4L，3T，2不明）
20（14L，6T）
10（IL，9T）
23（23T，但し一人逃亡）
10（1L，9T）
1534年2月末再洗礼を受けた老
　　　　　　　　2
　　　　　　　　2
　　　　　　　　49
　　　　　　　　53
これには，それ以下のステータスのものも若干ふくまれている
　　　K．－H．Kirchhoff，　Die　Ttiufer三n　Milnster　1534．
　　　S．22f
1．千年王国以前の市住民総数（聖職者を除く）
　　全市民の家屋数×家屋当りの居住老数＝総数
　　　約1800　　　×約4，25人　　　　　＝約7650人
2．千年王国直前，市から逃亡した市民数　2000人強
　　〔根拠〕35年8月以降，市に帰還を許されたルター
　　派，カトリヅク派の男性戸主550人のリストからの
　　推定。4．25倍しないのは，妻や娘たちが再洗礼派と
　　して市内に留まったのが，かなりいたため。
3．　再洗礼を受けた市民数
　　約7650人一2000人強＝約（5000～5500）人
内訳o難iii劃一一泌
4．他所（オランダ・ミュンスターラント）から千年王
　国に流入した再洗礼派
　　男性700～800人＋女性1400～1600人＝＝2100－“2400人
5．　千年王国人口総数
　　　　市　民　　　他所者
　　（5000～5500）十（2100～2400）＝（7100～7900）人
　　　　　　　市　民　　　　他所者
　　　　s　　男性（800－vlOOO）十（700N　800）
　　　　　　　　　　　　　　　　＝（1500～1800）人
鰍／灘灘喚1撫倣
6．　司教に没収された再洗礼派の家屋数
　　525軒（全市家屋の29％）
一43一
